
平成 30年度全国学力・学習状況調査結果について 
彦根市教育委員会 

                   平成30年９月 

平成30年４月１７日（火）に、全国の小学校６年生および中学校３年生を対象に、全国学力・学習状況

調査が実施されました。この調査では、児童生徒の学習状況把握のための「教科に関する調査」と学習意欲

や学校生活、生活習慣などを把握する「質問紙調査」がおこなわれました。 

 今回の調査を分析して、この調査から見えてきた本市児童生徒の学力と学習状況に関する結果をお知らせ

します。 

 

 

○平均正答数(平均正答率)   

  ※調査の結果は、学力の特定の一部分です。 
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※昨年度から滋賀県・彦根市の平均正答率は整数値での公表になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひこねっこの「学習状況」について

彦根市の教科に関する調査結果 

 

平均正答率は、小学校・中学校
で、Ａ問題・Ｂ問題ともに、全国
平均を下回りました。 
中学校では、絶対値や中央値、

不等式の表し方、見取図・投影図
を生かした空間把握などは、全国
平均を上回りました。しかし、小
学校では、図形の構成要素や性
質、分配方式の式、数値の規則性
などを活用して考えること、中学
校では、グラフを活用して事象を
解釈したり、条件に即して数学的
に証明したりすることが全国平均
を下回り、課題が見られました。 

平均正答率は、小学校・中学校
で、Ａ問題・Ｂ問題ともに、全国
平均を下回りました。 
小学校では、相手や場合に応じ

て敬語を使う、目的や意図に応じ
て、内容の中心を明確にして文章
を書くことなどは、全国平均を上
回りました。しかし、小学校・中
学校ともに、文脈に応じた漢字を
正しく書くこと、また中学校では、
文章の構成や登場人物の言動か
ら、内容を理解すること、古典作
品の理解が、全国平均を下回り、
課題が見られました。 

平均正答率は、小学校・中学校
ともに、全国平均を下回りました。 
中学校では、神経系の働き、主

要動、蒸散、ガスバーナーの使い
方など、基礎的な知識・技能など
は、全国平均を上回りました。し
かし、小学校では、関節・堆積な
どの基本的な科学的な言葉の理
解、また、小学校・中学校ともに、
複数の資料や実験結果を基に、そ
の分析やまとめ、新たな疑問につ
いて説明することが全国平均を下
回り、課題が見られました。 

       
 
 

算数・数学 理 科 国 語 



（問）会話の中での村上さんの説明のしかたと 

して適切なものを２ 

つ選びましょう。 

 

（ 正答③④ ） 

※彦根市の正答率の高い問題、全国平均より正答率が高い問題を「よくできていた点」に、彦根市の正答率の低い問題、全国平均より

正答率が低い問題を「課題のみられる点」として、抽出してあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○相手や目的に応じた説明のしかたの特徴をつかむ

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日ごろから漢字を文章の中で使う習慣を身に付けること

が大切です。日記などで、習った漢字を進んで使うよう

にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主語と述語などの文中の語句の役割やつながりに気をつ

けて、文を書いたり読んだりしましょう。 

 

課題のみられる点 

（問） 

文章を読み返して、  部と   部とのつながり合っていな

い文を選びましょう。また、  部はそのままにして、文の

意味が変わらないように正しく書き直しましょう。 

40

50

60

70

80

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な

言
語
文
化
と

国
語
の
特
質
に

関
す
る
事
項

領域別平均正答率 小学校６年 国語

彦根市 滋賀県 全国

小学校「国語」 

領域別平均正答率では、「書くこと」領域において、

全国と同等の結果でした。しかしながら、「話すこと

聞くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項」領域では、全国平均を下回りま

した。 

相手や目的に応じて事例を挙げながら話す話し方

について理解ができていました。しかしながら、漢

字を文の中で正しく使うことや目的や意図に応じて

文章全体の構成の効果を考えることなどに課題があ

りました。目的や意図に応じて考えを書く問題で、

無解答率が高い傾向にあります。 

「ひこねっこ」の各教科の全体的な傾向 

(％) 

（問）同じ漢字を使って書く文として適切なものを

選びましょう。 

 

（正答 エ③ オ①） 

 

 

 

よくできていた点 

【
春
休
み
の
出
来
事
の
一
部
】 

 

①
ぼ
く
は
、
校
庭
で
野
球
の
練
習
を
毎
日

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
そ
の
努
力
は
見
事
に
実

り
ま
し
た
。
②
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
地

区
大
会
で
優
勝
し
た
の
で
す
。
③
今
年
の
春

休
み
は
、
と
て
も
じ
ゅ
う
実
し
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
反
省
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
④
反
省
点
は
、
用
具
の
手
入
れ

を
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

練
習
だ
け
で
は
な
く
、
用
具
の
手
入
れ
も
し

っ
か
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（正答） 

・選んだ文の番号・・・④ 

・書き直した一文 

反省点は、用具の手入れをしなかったことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○異種の二つの量のうち、一方の量がそろっていると

きの混み具合の比べ方について理解できています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１８０°の角の大きさについて理解できています。 

 

 

 

 

 

 

 

○簡単な図や数直線にかいて、問題の内容や数字の意味

を考えたり、言葉で説明したりして取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇式の成り立つきまりを使って、練習問題に取り組みま

しょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇図形の特徴、グラフで読み取ったこと、友だちの考え

方などをもとに、問題を解決するための方法や考え方

が正しいことを、友だちや家族に自分の言葉で説明し

ましょう。 

 

小学校「算数」 

領域別平均正答率では、「数と計算」「量と測定」
「図形」「数量関係」の全領域で、全国平均を下回
りました。 
異種の二つの量のうち一方がそろっているとき

の混み具合の比べ方や 180°の角の大きさの理
解には定着が見られました。しかし、小数の除法
や分配法則を用いた基本的な計算の技能、円周率
の意味の理解、図形の構成要素や性質、各種グラ
フの読み取りや示された考えを基に、自分の考え
を書いたり、根拠を明確にして説明したりするこ
とに課題が見られました。また、記述式問題の無
解答率が高い傾向にあります。 
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領域別平均正答率 小学校６年 算数

彦根市 滋賀県 全国

(％) 

〇 ＋ □ ＝ □ ＋ 〇 

（ 〇 ＋ □ ）＋ △ ＝ 〇 ＋（ □ ＋ △ ） 

（ 〇 ＋ □ ）× △ ＝ 〇 × △ ＋ □ × △ 

 

 

 

 

 

（問）答えが12÷0.8の式で求められる問題を、下の

1から 4までの中からすべて選んで、その番号を書き

ましょう。 
1. 1ｍの重さが12ｋｇの鉄の棒があります。この鉄の棒0.8ｍ
の重さは何ｋｇですか。 
2. 0.8Ｌで板を12㎡ぬることができるペンキがあります。この
ペンキ1Ｌでは、板を何㎡ぬることができますか。 
3. 赤いテープの長さは12㎝です。白いテープの長さは、赤い
テープの長さの0.8倍です。白いテープの長さは何㎝ですか。 
4. 長さが12ｍのリボンを0.8ｍずつ切っていきます。0.8ｍの
リボンは何本できますか。       （正答 ２と４） 

 

 

 

（問）点Ｃのまわりに集まっ 

た角の大きさの和が360°になっ 

ていることを、「着目した図形 

の名前」と「角の大きさ」が 

わかるようにして、言葉や式 

を使って書きましょう。 

課題のみられる点 よくできていた点 

（問）表から、こみぐあいについてどのようなこと

がわかりますか。    （正答 ○イがこんでいる） 

 

（問）角㋑の角度は、何度ですか。１ 

から５までの中から１つ選んで、その 

番号を書きましょう。        

１．0° ２．90° 3．180° ４．270° ５．360° 

                 （正答 ３） 

（正答 １と５） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○安全に気をつけて、生物を愛護する視点をもって、観

察方法を構想することができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○複数の情報や、異なる方法の実験結果をもとに、多面

的に分析して考察することができています。 

 

 

 

○身の回りのことと関わらせて実験に取り組んだり、その

結果や分かったことを、理科の言葉やきまりを使いなが

ら自分なりに説明したりしましょう。 

 

 

 

○日頃から実験結果をもとに、同じこと・ちがうことに注

意して比べたり、これまでの学習やいくつかの結果から

考えたりして、自分なりに説明できるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校「理科」 

40

50

60

70

80

物
質

エ
ネ
ル

ギ
ー

生
命

地
球

領域別正答率 小学校６年 理科

彦根市 滋賀県 全国 領域別平均正答率では、「物質」「エネルギー」

「生命」「地球」の全領域で全国平均を下回りま

した。 

野外の観察では、自己の安全確保とともに、生

物を愛護することも留意して観察方法を構想する

こと、示された複数の実験結果をもとに、それら

を関連付けて多面的に分析することができました。

しかしながら、「関節」「堆積」などの科学的な言

葉や概念の理解、適切にろ過を行う方法、実験結

果を基に、その分析やまとめを自分なりに説明す

る記述式の問題に課題が見られました。 

(％) 

（問）親鳥の子育てのじゃまをせずに、安全に気をつけ

てできる方法はどれですか。   （正答 ２と４） 

 

 

（問）表から、かつやさんの学校から見える川の水位に

ついてどのようなことがいえますか。下の１から４まで

の中から２つ選んで、その番号を書きましょう。 

1,上流で雨が降り始めると同時に、水位は高くなる。 

2,上流で雨が降って１～2時間たってから、水位は高くなる。 

3,上流で雨がやんでも、水位は１～2時間では変わらない。 

4,上流で雨がやむと同時に、水位は元にもどる。（正答 ２と３） 

課題のみられる点 

〇関節  〇筋肉  〇堆積  〇浸食  〇運搬 

〇検流計の使い方  〇ろ過の方法 

〇乾電池のつなぎ方と電流の向き  〇物の溶け方の規則性   

 

 

（問）実験の結果から、川を流れる水の量が増えると、川の曲

がっているところの外側と内側の地面のけずられ方は、どのよう

になると考えられますか。下の１から４までの中から１つ選んで、

その番号を書きましょう。また、その番号を選んだわけを実験結

果の「水の量」と「棒のようす」がわかるようにして書きましょ

う。                  （正答 １） 

1,外側も内側もけずられる。2,外側も内側もけずられない。 

3,外側だけがけずられる。 4,内側だけがけずられる。 

よくできていた点 



（問） 

グラフから分かることについて、文章中ではどのよ

うに説明されていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○漢字を正しく読んだり、接続詞の働きを理解した

りすることができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○語句の意味を理解し、文脈の中で正しく使える言

葉を増やしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○文章と図表など関連付けて読み、それらから分か

ることを考えながら読むようにしましょう。 

 

 

 

 

 

〇考えを書いてまとめたり、書いたものを読み返し

たりすることをくり返して、書いて表現する力を

高めましょう。 

課題のみられる点 

（問）適切なものを選びなさい。 

 

・彼は （ ア ）を切ったように話し始めた。 

・わたしが健康になったのは、（ イ ）母のおかげ

です。        

ア： １水気   ２せき   ３紙    ４くう 

イ： １ひとえに ２ほのかに ３いちずに ４むやみに 

（正答 ア② イ①） 

（問） 

話のあらすじを学級の友達に説明しようと思いま

す。あなたならどのように説明しますか。条件１

と条件２にしたがって書きなさい。 

 

条件１ 話の展開を取り上げて書くこと。 

条件２ ７０字以上、１２０字以内で書くこと。 

中学校「国語」 
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領域別平均正答率 中学校３年 国語

彦根市 滋賀県 全国

領域別平均正答率では、全ての領域において全

国平均を下回りました。 

「話すこと聞くこと」では話し合いの話題や方

向をとらえることに、「読むこと」では文章の意味

や役割などを考え内容の理解に役立てることに課

題が大きく見られました。また、「伝統的な言語文

化と国語の特質に関する事項」では、慣用句など

語句の意味を理解し文脈の中で適切に使うことや、

歴史的仮名遣いを現代的仮名遣いに直して読むこ

とといった基本的な内容に課題がありました。ま

た、記述式の問題で無解答率が高い傾向にあるこ

とも課題です。 (％) 

（問）正しい読みを書きなさい。 

・模型を作る。 ・池の水が凍る。 ・技を磨く。 

よくできていた点 

（問）「それでは」の働きとして最も適切なものを選

びなさい。 

１ 前に述べたことを受けて自分の意見につなぐ働き 

２ 前に述べたことを切り替えて次の話題につなぐ働き 

３ 前に述べたこととは反対のことにつなぐ働き 

４ 前に述べたことを言い換える言葉につなぐ働き（正答②） 

（問） 

この文章を読んで、「天地無用」という言葉を見たとき

に誤った意味で解釈してしまう人がいる理由を書きなさ

い。なお読み返して文章を直したいときは二本線で消し

たり行間に書き加えたりしてもかまいません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○負の整数や絶対値、中央値、最頻値など、数学の基本

的な事項を理解し、活用することができています。ま

た、見取図や投影図から空間図形を読み取ることがで

きています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平行線や角の性質、三角形の合同条件などのきまりを使

って、図形についての基礎的な問題に繰り返し取り組み

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○比例・反比例、一次関数について、基本的な事項やその

特徴を関連付けて、繰り返し問題に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○数量や図形、各種資料から見いだした事柄をもとに、

問題解決の方法や自分の考えを、周りの人に話したり

書いたりしましょう。 

 

領域別平均正答率では、「資料の活用」領域にお
いては、全国と同等の結果でした。しかしながら、
「数と式」「図形」「関数」領域では、全国平均、
滋賀県平均を下回りました。 
「資料の活用」では、絶対値や中央値、最頻値

など、数学の基本的な事項の理解に定着が見られ
ました。「図形」「関数」では、外角と内角の関係、
多角形の内角の和、各種図形の性質、比例、反比
例の関係の理解に課題が見られました。事象を数
学的に解釈し、判断の理由や問題解決の方法など
を数学的に説明することに課題が見られました。
また記述式問題の無解答率が高く、粘り強く課題
に取り組む姿勢が求められます。 

中学校「数学」 

（問）図１の五角形の頂点Ｐを 

動かし、∠Ｐの大きさを９０°に 

変えて図２のような五角形にしま 

す。このとき、五角形の和はどう 

なりますか。 
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領域別正答率 中学校３年 数学

彦根市 滋賀県 全国

 

（問）下の図は数直線の一部です。点Ａが表す数を書
きなさい。             （正答 －１８） 

 

 

（問）絶対値が６である数をすべて書きなさい。 

（正答 ６、－６） 

〇比例・反比例の比例定数〇ｘの変域に対するｙの変域 

〇座標 〇一次関数の増加量 〇ｙ＝ax＋bのグラフの特徴 

 

 

 

（問）「はじめの数としてどんな整数を入れて計算しても、計

算結果はいつでも４の倍数になる」という海斗さんの予想が

成り立つことの説明を完成しなさい。 

よくできていた点 

(％) 

（問）下の記録は、ある中学校の女子生徒 9 人が反復
横とびを20秒間行ったときの結果を、回数の少ない方
から順に並べたものです。反復横とびの記録の中央値
を求めなさい。 

（正答 ４７） 

（問）右の半円を、その直径を軸として 

1回転させて立体をつくります。このとき、 

できる立体の名称を書きなさい。（正答 球） 

 

課題のみられる点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○理科の学習に関する基礎的な知識・技能の定着ができ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○植物の葉などから水蒸気が出る働きについて、光合成・

呼吸・気孔等の知識が定着しています。 

 

 

 

○実験の際には、問題解決や実験の目的に合うように、変

える条件・変えない条件を整理して計画をするようにし

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日頃から、取り組んだ実験結果をもとに、それらを比較・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇日頃から、原因を考えたり、新たな疑問をもち問題を見

いだしたりして、実験するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校「理科」 
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領域別正答率 中学校３年 理科

彦根市 滋賀県 全国 領域別平均正答率では、「地学的」領域では全国

平均を上回り、「化学的」「生物的」領域は全国平

均と同等でした。しかしながら「物理的」領域は、

全国平均を下回りました。 

電気記号や原子記号、植物の蒸散など、理科の

学習に関する基礎的な知識の定着が見られました。

しかしながら、要因が複数ある実験を行う際、問

題解決や実験の目的に合った条件制御の知識・技

能の活用、習得している知識や示された情報、実

験結果をもとに、それらを関連付けたり、多面的・

総合的に捉えたりして説明することに課題が見ら

れました。 
(％) 

〇ガスバーナーの使い方  〇電流計のつなぎ方 

〇電気用図記号      〇原子記号 

〇震度   〇マグニチュード  〇主要動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（問）下線部（水蒸気が植物から出る）の植物の働きを
何といいますか。下のアからエまでの中から１つ選びな
さい。 
ア.光合成 イ.呼吸 ウ．気孔 エ.蒸散 
                  （正答 エ） 

 

 

 

 

 

 
（問）春子さんと航太さんは、【新たな実験】で、もっと明るい
場所に置くことによって明るさ以外にも変わってしまう条件があ
ると考えました。変わってしまう条件として考えられるものを１
つ書きなさい。        （正答例：水温、水の体積） 

（問）表１の Ｘ に適する変えない条件がいくつかあります。
変えない条件を１つ書きなさい。（正答例：金網の位置、炎を当てる時間） 

（問）夏希さんは、アルミニウムは水の温度の変化に関係して
いることは分かりましたが、【新たな疑問】をもちました。あな
たなら、アルミニウムについてどのような新たな疑問をもちま 

すか。その疑問を書きなさい。（正答例：量を変えるとどうなるだろう） 

課題のみられる点 

（問）魚屋で軟体動物を2種類見つけました。軟体動物

の組み合わせとして適切なものを、下のアからエまでの

中かから１つ選びなさい。      （正答 イ） 

ア、アジとイワシ    イ、イカとタコ  

ウ、ウニとナマコ    エ、エビとイカ 

 

よくできていた点 



 

 

 

 

国語 

○学年別配当表に示されている漢字を用いた語句や四字熟語・慣用句など、さまざまな語句について、意

味を正しく理解し、正しく読んだり書いたりすることに加えて、積極的に活用することを通して、生活

の中で使える言葉として身に付けることが求められます。普段から、学習した言葉を文章の中で積極的

に活用する習慣を身に付けることが重要です。 

○目的や意図に応じて自分の伝えたいことの中心を明確にしてくわしく書く力、目的に応じて文章を読み

内容を整理して書く力の向上が求められます。 

 

算数・数学 

 〇計算や作図等を正確に行い正答を導く基礎的基本的な技能の習得に加えて、計算や数学的な用語の意味

を理解したり、式やグラフ・表などを数学的に解釈したりするなど、数学的思考をはたらかせながら課

題に取り組むことが求められます。 

〇数や図表と自分の考えを関連付けて数式に表したり式の意味を自分の言葉で説明したりするなど、数学

的な事象を表現する力の向上が求められます。 

 

理科 

 〇学習内容の理解を確かなものにするためにも、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てたり、観察

や実験の結果をもとに考察したりする学習をていねいに積み重ねることが大切です。 

〇科学的事象を表す言葉や概念について身の回りのできごとと関連付けて考えるとともに、分かったこと

を伝えたりふしぎに思ったことを説明したりする、科学的な思考力・表現力の向上が求められます。 

 

総 括 

〇各教科の基礎的・基本的な知識・技能を、確かに身に付けることが重要です。そのために、授業では、

学習したことを活用する時間を確保し、学びの実感・定着を促します。家庭では、学習したことを復習

したり習熟のためのくり返し学習に取り組んだりするなど、自主学習を習慣化することが大切です。 

 

〇授業では互いに考えを表現し伝え合う交流の場を大事にしています。児童生徒が課題に対する自分の考

えをもち、互いの考えを伝え合い共に学び合う時間を充実させることを通して表現力を育て、学習の深

まりをめざします。 

 

○どの教科でも、記述式の問題の無解答率は選択式の問題の無解答率よりも高く、「書くこと」に苦手意識

をもつ子どもが多くいます。引き続き学校では、それぞれの教科の特性に基づいて、自分の考えを根拠

を示しながら説明したり、考えを書いてまとめたりする学習を授業の中に位置づけ、思考力や表現力の

向上を目指します。目的を明確にして考えを伝え合ったり、伝えたいことの中心を考えて書いたりする

など、自分の考えを的確に表現する学習を大切にしていきます。 

 

「ひこねっこ」の学習の課題    



 

 

 

 

 

 彦根市では、子どもたちの健やかな成長と、学ぶ力の育成をめざして、「ひこねっこ 学びの6か条」

を推進しています。 

 学力・学習状況調査の児童生徒質問紙の回答状況を6か条の視点で分析し、彦根市の子どもたちの学び

の様子を、見つめてみましょう。 

 

 

 

 

 

「ひこねっこ」の学習・生活の調査結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いっぱい本を読もう～本は心の栄養・知識の宝庫～ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

授業の時間以外に、普段（月～金）１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか

（全国比較）

2時間以上 1時間以上2時間より少ない 30分以上1時間より少ない

10分以上30分より少ない 10分より少ない 全くしない

「普段1日当たりどれくらいの時間、読書をしますか」という問いで 

は、30 分以上していると答えた子どもは、小学校で４０％程度、中学校

で３０％程度でした。いずれも、全国と同等の値を示しています。 

また、「新聞を読んでいますか」の問いでは、週に１～3回以上読んでい

ると答えた子どもは、小学校で２０％程度、中学校で１５％程度でした。

小学校は全国より少ない値になっています。 

本や新聞などを読むことには、新たな知識を得たり、想像力を高めたり、

偉人や色々な人々の考え方や言葉に触れたりできるなど、さまざまな効果

があります。また、本や新聞などの文章から、自分の語彙力を増やしたり、

言葉の表現力を高めたり、文章を書く力を高めたりすることにもつながり

ます。 

 彦根市では、学校における読書活動推進のために、各小中学校に読書活

動支援員を配置しています。学校支援ボランティアさんによる校園での読

み聞かせ、朝読書などの取組も継続しています。家庭でも、家族みんなで

読書をする時間をつくるなどして、子どもの読書生活がより豊かになるこ

とを願います。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

新聞を読んでいますか（全国比較）

ほぼ毎日読んでいる 週に１～３回程度 月に１～３回程度 ほとんど、または、全く読まない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  いい汗かいて役立とう～家族のために 地域のために～ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか

（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

人の役に立つ人間になりたいと思いますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか。」という問いに対して、小・中学校とも７０％以

上の子どもたちが当てはまると回答しています。また「地域社会などでボランティア活動に参加

したことがある」という問いでは、中学校では７０％以上の子どもたちが当てはまると回答し、全

国の値を大きく上回りました。「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありま

すか」の問いでは、肯定的に回答している子どもは、小・中学校とも全国の値と同程度かそれ以上

でした。 

友だちとのかかわりや、家庭・地域の中で、自分にできることを進んでしようとする気持ちはと

ても尊いものです。自己有用感を感じることで、自分のよさに気づき、さらに将来に対する夢や希

望を高めていくことができるでしょう。 

学校でも家庭･地域でも子どもたちのよさを認め励まし支えることを大切にしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    なぜだろう、やってみよう～好奇心は学ぶ意欲のみなもと～ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

地域や社会で起こっている出来事に関心がありますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

学級の友達との話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりする

ことができていると思いますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

「地域や社会で起こっている出来事に関心がありますか。」という問いに肯定的に回答したのは、小・

中学校とも全国の値を上回っています。しかしながら、ニュース番組等の視聴率は、全国と比べる

と、低い値になっています。 

 学校では、子どもたちの考えを深めたり広げたりするために、日々の学習の中で、話し合う活動

に取り組んでいます。「知りたい」「分かりたい」という思いは学ぶ意欲となり、「考えを伝え合いた

い」という思いは学びを深める第一歩です。子どもたちが自ら課題意識をもち、意欲的に学ぶこと

ができるよう、支えていきたいです。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）

滋賀県（中学校）

全国 （中学校）

彦根市（小学校）

滋賀県（小学校）

全国 （小学校）

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（全国比較）

よく見る 時々見る あまり見ない ほとんど、または、全く見ない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   おはよう、ありがとう～あいさつで人と人とのつながりを～ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）
滋賀県（中学校）
全国 （中学校）

彦根市（小学校）
滋賀県（小学校）
全国 （小学校）

今住んでいる地域の行事に参加していますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）
滋賀県（中学校）
全国 （中学校）

彦根市（小学校）
滋賀県（小学校）
全国 （小学校）

授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会が

あったと思いますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

 「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」の問いに、小学校では約

７５％、中学校では約 6５％の児童生徒が肯定的に回答しており、いずれも

全国の値を大きく上回っています。 

また、「授業や課外活動で、地域のことを調べたり、地域の人と関わったり

する機会があったと思いますか。」の問いに、小・中学校とも約７０％が肯定

的に回答しており、中学校では全国の値を上回っています。子どもたちが、行

事や学習を通じて、地域とのつながりを深めていることがうかがわれます。 

「いじめはどんなことがあってもいけないことだと思いますか。」の問いに

は８0％以上の子どもたちが当てはまると回答しています。 

地域のつながりを生かし、地域のよさやお互いのよさを再確認する学習を

通して、子どもたちの心身ともに健やかな成長を支えられるよう、今後も、学

校・家庭・地域の連携充実を図っていきたいと考えます。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）
滋賀県（中学校）
全国 （中学校）

彦根市（小学校）
滋賀県（小学校）
全国 （小学校）

いじめはどんなことがあってもいけないことだと思いますか（全国比較）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  スポーツや外遊びをしよう～元気な体づくり、心づくり～ 
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週末に何をして過ごすことが多いですか（小学校）

0

20

40

60

80

⑩
友
達
と
遊
ぶ

⑨
家
族
と
過
ご
す

⑧
家
で
テ
レ
ビ
、
ビ
デ

オ
、
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

⑦
地
域
の
活
動
に
参
加

⑥
ス
ポ
ー
ツ

（
習
い
事
を
含
む
）

⑤
習
い
事

（
ス
ポ
ー
ツ
除
く
）

④
学
習
塾
な
ど
で
勉
強

③
家
で
勉
強
や
読
書

②
部
活
動

①
学
校
で
授
業

週末に何をして過ごすことが多いですか（中学校）

 子どもたちが運動に親しむのは、部活動や運動系の習い事といった機会が多いようで
す。しかしながら、小・中学校とも、「家でテレビやビデオを見たりゲーム、インターネ
ットをしている」と回答する子どもが、平日、週末を問わず全国よりも多くなっていま
す。この傾向はここ数年続いており、学校・家庭との連携により、子どもたち自身が「ゲ
ームをする時間を決める」「テレビを見る時間は、1 日〇時間」などと、自分でメディ
アとの接し方についてルールを決めることが大切です。 
「家族と過ごしている」「友達と遊んでいる」と回答する子どもが多いので、家族や

友達との過ごし方を工夫することで、より運動に親しむことができるとよいと思いま
す。 
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放課後に何をして過ごすことが多いですか（小学校）

彦根市 滋賀県 全国
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①
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放課後に何をして過ごすことが多いですか（中学校）

彦根市 滋賀県 全国



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  けじめのある生活をしよう～早ね 早起き 朝ごはん～ 

 グラフからは、「早ね・早起き・朝ごはん」の３つの生活習慣について、彦根の子ど

もたちは、おおよそ良い習慣が身についていると見て取れます。 

しかしながら、就寝時刻・起床時刻では、「している」とはっきりと回答できる子ど

もは、全国の値を下回り、日によってばらつきがあるようです。 

 子どもたちの日々の生活を支えるものは、基本的な生活習慣（規則正しい生活）です。

基本的な生活習慣の確立は、子どもたちの学習を支えます。規則正しい生活ができるよ

う、今一度ご家庭の協力をお願いします。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）
滋賀県（中学校）
全国 （中学校）

彦根市（小学校）
滋賀県（小学校）
全国 （小学校）

朝食を毎日食べていますか（全国比較）

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）
滋賀県（中学校）
全国 （中学校）

彦根市（小学校）
滋賀県（小学校）
全国 （小学校）

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか（全国比較）

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

彦根市（中学校）
滋賀県（中学校）
全国 （中学校）

彦根市（小学校）
滋賀県（小学校）
全国 （小学校）

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか（全国比較）

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査と質問紙調査とのクロス集計から 

家庭学習との関わりについて 

家庭での、学習計画、宿題への取組、授業の予習・復習、教科書の活用など、どの質問項目からも、子
どもたちの学力定着と家庭学習の関係は明らかです。 
学校から出される宿題には、その日に習ったことがらを繰り返し学習させて着実に身につけさせる、次

の学習に向けて準備させるなどの意図があります。また、低学年から取り組むことで、家庭での学習習慣
を定着させることもねらいであります。学校からは、「家庭学習の手引き」などを配布したり、根気強い取
組を賞賛する彦根マイ☆（スター）に取り組んだりしています。保護者の皆様にも家庭学習の重要性をご
理解いただき、学校、家庭ともに取組を充実させていきたいと思います。子どもたちが学習に集中できる
環境づくり、励ましにご協力をお願いします。 

0% 20% 40% 60% 80%

中学校

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

小学校

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

している

どちらかといえ

ば、している

あまりしていない

全くしていない

0% 20% 40% 60% 80%

中学校

家で、学校の宿題をしていますか

小学校

家で、学校の宿題をしていますか

している

どちらかといえ

ば、している

あまりしていない

全くしていない

0% 20% 40% 60% 80%

中学校

家で、学校の授業の予習・復習をしていますか

小学校

家で、学校の授業の予習・復習をしていますか

している

どちらかといえ

ば、している

あまりしていない

全くしていない

（正答率） 

（正答率） 

0% 20% 40% 60% 80%

中学校

家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習に

おいて，教科書を使いながら学習していますか

小学校

家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習に

おいて，教科書を使いながら学習していますか

している

どちらかといえ

ば、している

あまりしていない

全くしていない

（正答率） 

（正答率） 

※各質問項目において、それぞれの選択肢における「国語・

算数（数学）・理科」の平均正答率をグラフにしたもの 

0% 20% 40% 60% 80%

中学校

学校の授業時間外に、普段（月曜日から金曜

日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をし

ますか

小学校

学校の授業時間外に、普段（月曜日から金曜

日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をし

ますか

3時間以上

2時間以上、3時間

より少ない

1時間以上、2時間

より少ない

30分以上、1時間

より少ない

30分より少ない

全くしない
（正答率） 


